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　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、

厚くお礼申しあげます。

　ここに「第123期　株主通信」をお届けします。

　当社グループでは、長期ビジョン「Hitz 2030 

Vision」実現への第一歩として、2017年度から

中期経営計画「Change & Growth」に取り組

んでまいりました。その結果、受注高、売上高に

ついては計画数値を達成できましたが、利益面

では、計画数値を下回る結果となりました。この

原因は、グループとしてのリスク管理の強化、総合力の発揮による収益力の向上に向けた対策が利益に繋がらなかった

ことと考えています。

　上記を踏まえ、本年4月からスタートした新中期経営計画「Forward 22」では、「製品・サービスの付加価値向上」、

「事業の選択・集中の推進とリソースの伸長分野へのシフト」、「業務効率化・生産性向上による働き方改革の実現」の 

基本方針のもと、高収益企業の実現に向け諸施策にグループ全体として取り組んでまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

株主の皆様へ

取締役会長兼CEO

谷所 敬
取締役社長兼COO

三野 禎男



　欧州、ロシアでは、環境意識の向上や埋立処理の規制強化等により、ごみ焼却発電施設の需要が高まっており、この地域
で当社の環境事業を担う子会社であるHitachi Zosen Inova社（Inova社）の受注は好調に推移しています。2019年度に
は、英国、スウェーデン、スイス、ロシアでごみ焼却発電施設の建設/設備工事や排ガス処理残渣処理施設の建設工事を受
注しました。特に当社グループ初受注となったロシア案件は、世界で約1,000施設におよぶ当社グループの納入実績と技
術力が高く評価されたものです。
　同社はここ数年業績が低迷しておりま
したが、現在は受注前にあらゆる角度か
らリスクを検討し、現地工事においては
現地パートナーとの協業体制を取るな
ど、リスク対策を徹底しています。また、
安定的な収益構造の確立に向けたサー
ビス事業、バイオガス事業の伸長にも取
り組んでいることから、今後、当社グルー
プへの貢献が期待されています。

　当社グループは、海外事業拡大に取り組んでおり、海外における事業活動を効率的かつ積極的に行うため、海外拠点（現
地法人、支店・営業所）の機能・役割を確認したうえで再編を行いました。
　中国および東南アジアにおいては、環境・インフラ事業の拡大が見込めるため、中国では日立造船貿易（上海）社の人員
増強・組織体制整備を行うとともに、ASEAN地域の統括拠点としてタイ支店を現地法人化し、また、ベトナムではホーチミ
ン支店を現地法人へ統合しました。また、北米においては、今年1月、米国現地法人のニューヨーク事務所を閉鎖し、石油・化
学、エネルギー産業の集積地であるヒューストン（テキサス州）に機能を移管・集約しました。さらに、中東地域統括拠点とし
て、アブダビ支店の人員増強・機能整備を図りました。
　これらの拠点と当社の海外関係会社であるInova社（スイス）、NAC International社（米国）、Osmoflo Holdings社

（豪州）を含め、グループとして連携をとり、海外事業の拡大を目指してまいります。

　＊英国現地法人（ロンドン）、ソウル支店は廃止しました。

Inova社、ロシア向けごみ焼却発電施設設備を初受注

グローバルな事業活動に向け海外拠点の整備

トピックス

ロシア向けごみ焼却発電施設（完成予想図）
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ホームページのご案内
詳しい会社情報や財務関連情報をご覧いただけます。

また、2020年6月23日開催の第123回定時株主総会
の動画を下記URLからご覧いただけます。

https://www.hitachizosen.co.jp/ir/stock/meeting.html

TOP画面 IRサイト

https://www.hitachizosen.co.jp/

日立造船 IR 検索スマートフォンにも対応！

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会開催日 6月下旬

同総会議決権行使株主確定日 3月31日

期末配当受領株主確定日 3月31日

中間配当受領株主確定日 9月30日

公告方法

電子公告
（https://www.hitachizosen.co.jp/）
ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることが
できない場合は、産経新聞に掲載します。

単元株式数 100株

株主名簿管理人
特別口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先

〒541-8502
大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
電話 0120-094-777（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所

株主メモ

（ご注意）

1．�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則として、株主様
が口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。株
主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんので、ご注意ください。

2．�特別口座に記録された株式に関するお手続につきましては、三菱UFJ信託銀行が口座
管理機関になっておりますので、上記特別口座管理機関の連絡先にお問合わせくださ
い。なお、三菱UFJ信託銀行の全国各支店でもお取次ぎいたします。

特別口座に記録された株式のお手続用紙のご請求は、次の三菱UFJ信託銀行の
ホームページで承っております。

ホームページアドレス�https://www.tr.mufg.jp/daikou/

表　紙　写　真
国内初海底設置型フラップゲート式水門

当社が岩手県より受注した大船渡漁港海岸高潮対策（細浦地区水
門その2）工事向け海底設置型フラップゲート式水門で、2020年6
月末に完工予定です。
当社は津波・高潮時の浮力を最大限に利用して浸水被害を防止す
るフラップゲート式水害対策設備を開発し、主に陸上設置型で実績
を重ねてまいりましたが、本件は国内初となる海底設置型です。

例年、本株主通信において株主様にご案内しておりました施設
見学会については、新型コロナウイルスの影響を鑑み、今秋の
開催を見送ることといたしました。今後の実施については、
決まり次第ご案内させていただきます。


